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広報ふれあい福祉　第122号 2

令和6年度　賛助会員会費・寄附金を財源とした事業
皆さまからいただいた貴重な財源により支えられています。ありがとうございました。

ふれあいのまちづくり事業

福祉活動推進事業

“自分らしく安心して暮ら
せるお互いさまのまちづく
り”をテーマに、ふれあい
福祉講座を開催しました。
450人が参加

●「ふれあいサロン」実施団体へ助成し、孤立や閉じこも
り防止等の活動を支援しました。　104団体へ助成
●88歳の米寿を迎える方を対象に、長寿のお祝いとして
肖像写真を贈呈しました。　229人へ贈呈
●親子交流事業を開催し、親子や参加者同士のふれあい
を深めました。　年4回113人が参加

会費を財源とした主な事業

災害ボランティアセンター事業

ボランティアセンター事業
●夏のボランティア体験事業を開催　138人が参加
●市内小・中・高等学校へ出向き福祉出前講座を開催　20回

ふれあいのまちづくり事業
それぞれの地域に根差した福祉活動を展開するため、市
内全14地区社協に活動費を交付するとともに、地域住
民が相互に協力し、身近な困りごとの解決に向けた取り
組みができるよう支援しました。
また、スマホ講座、夏休みの宿題応援講座の開催、居場
所づくり推進事業に取り組みました。

●災害福祉プロジェク
トチームを設置
●研修会の開催、災害
ボランティアセン
ター設置訓練を実施
229人が参加

寄附金を財源とした主な事業

ふれあいのまちづくり事業
4,219,503円
（59.1％）

福祉活動推進事業
4,724,796円
（53.1％）

災害福祉事業
80,000円（0.9％）

敬老事業
1,286,286円
（14.5％）

ふれあいのまちづくり事業
1,037,358円
（11.7％）

ボランティアセンター事業
907,800円（10.2％）

企画広報事業
850,827円（9.6％）

福祉活動推進事業
1,479,081円
（20.7％）

企画広報事業 850,827円
（11.9％）

その他の事業 8,501円（0.1％）

地域福祉活動計画129,695円（1.8％）

ボランティアセンター事業
237,666円（3.3％）

災害ボランティアセンター事業
219,702円（3.1％）

寄 附 金 会 　 費

皆さまからのご寄附5,164,665円　繰越金を充当1,980,310円 皆さまからの会費7,848,000円　繰越金を充当1,039,067円



広報ふれあい福祉　第122号3

令和6年度の主な実施事業

●敬老会等実施団体への助成
●ミニデイサービス、生きがいデイサービスの実施
●福祉移送サービス事業
●給食サービス事業
●生活支援体制整備事業

在宅福祉サービス事業
●ふれあい福祉講座の開催
●ふれあいサロン実施団体への活動助成
●車いす等の貸出、障がい者・子育て支援
●市内の小･中･高等学校のボランティア活動支援
●災害ボランティアセンターの基盤整備
●福祉委員活動、地区社会福祉協議会の支援
●敬老祝い品（米寿写真）贈呈事業
●一般募金助成事業
●暮らし応援講座の開催

地域福祉活動事業

●居宅介護支援事業
●訪問介護事業（ホームヘルプサービス）
●通所介護事業（デイサービス）
●介護予防・日常生活支援総合事業
●認知症対応型共同生活介護事業（グループホームささゆり苑）
●在宅介護支援センターの設置

介護保険事業

●高梁市権利擁護センター事業
●法人後見事業
●日常生活自立支援事業
●高梁市あんしんサポートセンター事業
●生活福祉資金貸付事業
●福祉資金貸付事業

相談支援事業

●理事会、評議員会等各種会議の開催
●会員制度の広報及び普及による自主財源の確保
●「ふれあい福祉」の発行、ホームページ等による広報

法人運営事業

寄附金収入※2 5,259,045円（1.0％）
共同募金配分金収入 4,010,000円（0.7％）
障害福祉サービス等事業 3,435,840円（0.6％）
その他の収入 3,321,508円（0.6％）

受託金収入
138,587,784円

（25.5％）

借入金収入
40,000,000円
（7.4％）

介護保険事業収入
151,252,967円

（27.8％）

経常経費補助金収入
123,910,012円

（22.8％）

区分間繰入金収入
44,310,132円
（8.1％）

会費収入※1 8,246,000円
（1.5％）

事業収入 21,720,360円
（4.0％）

相談支援事業 40,676,932円（7.4％）

地域福祉活動事業 21,711,199円（3.9％）

介護保険事業
210,178,258円
（38.1％）

法人運営事業
149,121,119円

（27.1％）

在宅福祉サービス事業
129,292,212円
（23.5％）

社 会 福 祉 事 業

544,053,648円歳入 550,979,720円歳出

※1

※2

会費収入の内訳
社会福祉協議会賛助会員会費　　7,848,000円
福祉移送サービス会員会費　　　　398,000円
寄附金収入の内、物品寄贈によるもの 94,380円

20,047,145円総合福祉センター事業
84,798,525円シルバー人材センター事業

事 業 名 歳入・歳出
公益事業



広報ふれあい福祉　第122号 4

　本会では、「気軽に学べる！！スマホ講座」【中級編】（全6回）を開催します。
参加費は無料で、どなたでも参加できますので、ぜひ、ご参加ください！（定員16名）
※事前に申し込みが必要です。　　　［受付］令和7年8月1日（金）～

気軽に学べるスマホ講座気軽に学べる！！スマホ講座
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［会場］ポルカ天満屋ハピータウン　市民交流センター
［日程］

［申し込み・お問合せ先］地域福祉課　☎22-7243

第1回

第2回

第3回

【便利なアプリ】
YouTube、地図アプリ
Googleレンズ等

スマホの契約の仕組み

内　容 日　時
９月３日（水）
10:30～12:00
９月18日（木）
10:30～12:00
10月1日（水）
10:30～12:00

第4回

第5回

第6回

【LINEの基本】
写真の加工等

まとめ

内　容 日　時
10月9日（木）
13:00～14:30
10月29日（水）
10:30～12:00
11月5日（水）
10:30～12:00



皆さまからお寄せいただいた募金は、地域の福祉活動に役立てられています。

広報ふれあい福祉　第122号5

　高梁市社会福祉協議会では、高梁市共同募金委員会から昨年度の赤い羽根
共同募金を基に配分を受け、38団体へ3,603，000円を交付決定しました。
　助成金交付団体は次のとおりです。

★ 高梁市手話ボランティアの会 
★ 宇治婦人会

★ かぐら街道布寄直売所
★ 川上地区友愛ボランティア

★ 備中町ヘルスボランティア連絡会

歳末たすけあい運動を実施する団体 5団体

★ 高梁市老人クラブ連合会
★ 高梁地域老人クラブ
★ 有漢地域老人クラブ 
★ 成羽地域老人クラブ
★ 川上地域老人クラブ
★ 備中地域老人クラブ

★ 高梁市身体障害者福祉協会成羽分会
★ 高梁市身体障害者福祉協会川上分会
★ 高梁地域民生委員児童委員協議会
★ 成羽地区民生委員児童委員協議会
★ 川上地区民生委員児童委員協議会

★ ぶどうの会
★ 高梁親子クラブぴよぴよ
★ 子育てサロンみちくさ
★ やんちゃクラブ　有漢地域母親クラブ
★ たかはし社会福祉士会   

高齢者・障がい者・児童福祉活動団体等 16団体

★ 高梁地区社会福祉協議会 
★ 津川地区社会福祉協議会
★ 川面地区社会福祉協議会 
★ 巨瀬地区社会福祉協議会
★ 中井地区社会福祉協議会

★ 玉川地区社会福祉協議会
★ 宇治地区社会福祉協議会
★ 松原地区社会福祉協議会
★ 高倉地区社会福祉協議会
★ 落合地区社会福祉協議会

★ 有漢地区社会福祉協議会
★ 成羽地区社会福祉協議会
★ 川上地区社会福祉協議会
★ 備中地区社会福祉協議会

地区社会福祉協議会 14団体

★ 落合ひまわりの会 ★ 子育てボランティアうぐいす ★ 備中町ヘルスボランティア連絡会

ボランティア活動団体 3団体

一般募金助成金交付令和7年度

敬老事業の助成申請を受け付けます！

☎22-7243【お問合せ先】地域福祉課

区　分 助成金積算対象 助成金額

敬老会を
開催した場合

友愛訪問を
実施した場合

1,500円

1,500円

500円

1,000円

対 象 者 令和7年8月1日現在で市内に住所を有し、令和
8年3月31日までに満75歳以上になる方

申請場所 地域福祉課又は各支所、各地域市民センター
※必ず開催前に申請してください。

支給条件 敬老会もしくは友愛訪問のどちらか1回のみ支給
対象（複数の敬老会で対象者が重複した場合は1
回のみ支給対象です）

対象事業 本年9月～11月までの期間内に実施する敬老会
または友愛訪問
敬老会とは…高齢者相互間又は、高齢者と他世代の
者との懇談又は交流に関する事業
友愛訪問とは…高齢者に敬愛の念を表し、又は醸成
する事業　
※現金や記念品等の贈呈のみの事業は対象外です。

満年齢75歳以上
で敬老会に参加
した方

満年齢75歳以上
で友愛訪問を受
けた方

満年齢88歳を迎
えられる方

満年齢88歳を迎
えられる方



広報ふれあい福祉　第122号 6

　高梁市権利擁護センターでは、「市民後見人養成研修」の受講者を募集します。
　様々な理由により、判断能力が不十分になっても本人の意思や希望を尊重しながら
本人を支えていくことができる市民後見人として活動してみませんか。

応募資格【 】20歳以上70歳以下の市内在住者で、高齢者等の福祉
に理解と熱意があり、福祉活動に対し実績のある方

研修期間【 】令和7年10月～令和8年2月の期間で10日間の予定
研修場所【 】岡山市内（予定）及び高梁総合福祉センター
受 講 料【 】無料
応募方法【 】8月15日（金）までに申込書兼経歴書、小論文を高梁

市権利擁護センターへ提出してください。

～権利擁護センターからのお知らせ～

活躍中の高梁市市民後見人のみなさま

令和７年度　市民後見人養成研修
受講者
募集

応募希望の方は、高梁市権利擁護センターまでご連絡ください。

　基調講演のほか、市民後見人による活動報告や被後見人の当事者発表を行います。どなたでも参加でき
ますので皆さまお誘いあわせの上ご参加ください。

会 場【 】高梁市図書館　４階 多目的室（高梁市旭町1306）

日 時【 】令和7年7月24日（木）　13：30～15：30

講 師【 】河合　宏氏（医療法人梁風会　さきがけホスピタル）
参 加 費【 】無料
申し込み【 】7月18日（金）までに、高梁市権利擁護センターもしくは、右記QRコードから

お願いします。

令和７年度　成年後見制度セミナー

＜申し込み・お問合せ先＞高梁市権利擁護センター　☎56-0063

令和７年度 第2回たかはし福祉・法律なんでも相談会

日 時 令和7年　9月13日（土）　13：00～16：00
会 場 高梁総合福祉センター（高梁市向町21-3）
相 談 員 弁護士、司法書士、社会福祉士、税理士、土地家屋調査士、

介護支援専門員、薬剤師など
申し込み 9月5日（金）までに、高梁市権利擁護センターへ電話でお申し込みください。

相談は
無料

　毎日の生活の中で、困っていること、悩んでいることはありませんか。この相談会は、高梁市で暮らす皆さ
まが、安心して地域で生活できるように、福祉や法律についてのご相談をお受けしています。

13：00～16：0013：00～16：00

※予約締切 ： 令和7年12月5日（金）
【会場】 有漢生涯学習センター（有漢町有漢3387）

第3回

※予約締切 ： 令和8年3月6日（金）
【会場】 高梁総合福祉センター（高梁市向町21-3）

第4回
令和7年度年間予定

令和7年12月13日（土） 令和8年3月14日（土）令和7年12月13日（土） 令和8年3月14日（土）



　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ令和 7 年 4 月 16 日～令和 7 年 6 月 15 日までに
いただいたご寄附についてお知らせします。
　心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称略）

社会福祉協議会へのご寄附
ありがとうございました。

　4月16日
～6月15日

令和7年
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ｓ
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第
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回
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回
目
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《
高
梁
地
区
》

令和７年度 介護職員初任者研修受講者募集

開 催 日 時 令和7年８月30日（土）～令和7年１１月29日（土）
毎週土曜日　14日間　９時～１７時
その他通信教育による自宅学習あり

会  場 高梁総合福祉センター ２階

受 講 料 ２0,000円

お問合せ先 介護保険課☎22-7244

募 集 定 員 10名(市内に在住または通勤、通学をしている高校生以上の方）

申 込 方 法 受講料を添えて8月15日(金)までに高梁市社会福祉協議会または各支所へお申し込み
ください。（定員になり次第締め切り）

　少子高齢化が進む中、介護従事者の需要が増加中！
　介護職員初任者研修は、日常生活に役立つ介護の知識、介護職として必要とされる基本的な技
術を学びます。未経験の方から、すでに介護職としてお勤めの方まで資格取得のチャンスです！
※研修を修了された方には、介護職員初任者研修修了証明書を交付します。

☎22-7243地域福祉課

通所施設共同送迎サービス開始に伴い運転手を募集します。
　高梁市社会福祉協議会では、令和7年10月から新規事業として、市内介護施設の通所利用者を対
象にした共同送迎サービスを開始（予定）します。
　共同送迎サービスとは、各介護施設が行っている送迎業務を社会福祉協議会が集約し、地域一体
で共同運行をすることです。
　これに伴い、利用者送迎の運転手を募集します。
　なお、運転していただくには、高梁市シルバー人材センターに会員登録していただき、福祉有償運
送運転者講習を受講していただく必要があります。

シルバー人材センターへの会員登録条件
高梁市に在住する概ね60歳以上の働く意欲のある健康な方

【お問合せ先】
詳しくは、高梁市社会福祉協議会のホームページをご覧ください。


